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り

稚

魚

混

獲

欣

況

報

告

臼

A
V
路
日
一
日

鮭
鱒
絞
魚
の
沿
岸
p

ド於
'
O
渇
獲
伏
況
調
査

は
、
相
官
回
以
前
ρ
ら
純
化
坊
に
，
M
て
行
っ
て

ゐ
た
と
こ
ゐ
で
あ
ペ
か
、
附
附
化
卒
業
の
効
果

を
飛
出
せ
し
め
る
た
め
日
夜
氾
叫
に
こ
の
調
査

が
設
対
哨
附
さ
れ
る
こ
と
L

な
っ
て
、
本
年
は

全
沼
山
り
瞬
化
坊
が
こ
れ
に
蛍
る
」
と
?
な
り
、
首
支
場
に
於
て

も
い
山
口
内
卒
業
場
指
仲
間
区
制
を
一
円
切
に
調
封
し
よ
う
と
し
た
が
、

時
期

ω
既
に
怒
れ
た
と
こ
ろ
や
、
調
査
人
誌
の
不
足
等
に
よ
り

主
総
な
資
糾
を
得
f

つ
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
Q

山
火
母
泊
先
は
長
万
部
か
ら
れ
刊
ま
で
の
調
斉
一
に
霊
山
刈
を
明
也

、JJ
、
こ
れ
は
玄
場
町
立
咋
係
員
が
携
蛍
し
、
現
地
調
査

ω
都
度
持

山
切
っ
た
資
料
を
以
出
め
た
の
で
あ
叫
が
、
調
硲
漏
れ
も
相
滋
あ

り
、
医
院
げ
山
山
氏
態
を
um
掻
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
お
憾
モ

占
的
ソ
白
。

A
V
目

的

作

M
N
M
の
洞
必
川
刷
、
態
と
混
獲
に
よ
る
減
然
教
と
を
明
り
か
に

し
、
一
次
流
効
果
を
大
に
す
る
施
策
を
な
す
資
料
た
り
し
め
ん
と

渡

島

支

場

事

業

係

ず
Q

A
V
調
到
の
時
制

昭
和
二
十
七
年
五
月
下
二
日
よ
h
r
同
年
七
月
一
一

O
日心

。
調
企
の
地
域

逝
柏
山
部
川
口
を
起

mと
し
て
出
獲
枇
魚

ω出
現
に
従
っ
て
判

一
企
地
域
そ
移
副
ぜ
し
め
、
始
め
長
万
部
川
よ
り
森
町
ず
で
の
沿

岸
調
一
台
に
重
は
を
白
い
た
の
で
ん
る
が
、
資
施
中
「
組
問
を
揚

大
せ
ざ
る
や
泊
?
な
く
な
b
北
ば
刊
法
ぷ
均
一
間
は
見
日
古
一
で
ケ
調

査
し
た

o

。
訓
査
の
方
住

山
一
慌
の
川
山
猿
昂
放
を
数
ヘ
て
一
ケ
統
を
什
抽
出
し
、
出
後

あ
ゐ
杭
致
、
及
び
一
日

ω一割
Fγ
以
っ
て
川
崎
獲
尾
政
と
し
℃

算
出
し
た
U

ハ
調
査
舶
が
裂
と
し
て
州
出
し
た
制
に
つ
い
て
冗
日
符
に
そ

の
期
間
の
出
僅
設
の
千
均
仰
を
出
い
た
o
v

四
調
査
員
は
一
定
の
区
域
を
一
専
門
に
受
付
つ
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
全
般
の
質
態
や
一
承
知
す
る
た
め
交
代
叫
し
」
し

、
ハ
》

ふ
'
j
d





1 

併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
o
今
噴
火
海
に
放
流
さ
れ
た

稚
魚
は
約
七
O
O万
尾
と
す
る
と
、
約
乃
は
旧
抽
出
田
に
よ
ふ
り
減
耗

す
る
こ

ι
Lな
る
D

耐
火
湾
に
放
流
ぎ
れ
た
稚
魚
は
次
の
通
り
o

遊
策
部
川
問
、
七
九
四
、
一

0
0

務

部

川

一

一

一

、

一

0
0

長

万

部

川

一

、

一

八

O
、
五

0
0

睦
文
革
川

d

長

流

川

ヤ

約

一

、

0
0
0、
0
0
0

虻
田
盛
況
所
放
水
路
』

合

計

七

、

O
八
五
、
七

0
0

一
、
川
崎
獲
欣
況
の
少
数
例

山
六
月
四
日
夜
(
尾
臼
内
)
の
小
定
資
桐
一
ケ
統
に
ょ
っ

て
漁
獲
さ
れ
た
グ
こ
う
な
ご
d

(
大
)
三
十
箱
(
二
回
O
賞
)

中
一
箱
ハ
ナ
一
一
目
υ
に
鈎
し
て
一
六
阿
国
の
混
獲
ら
り
の

凶
六
月
川
日
務
部
の
小
型
定
管
制
一
ケ
統
に
漁
獲
さ
れ
た

f
」
う
な
ご
d

(

大
)
五
箱
ハ
六
十
賞
以
中
一
箱
(
十
二

百
)
中
六

O
昆
の
旧
叫
ん
獲
あ
り
o

明
山
越
の
小
型
一
一
ι
胃
網
一
ケ
統
に
漁
獲
さ
れ
た
M
M

い
わ
し

h
H

一
箱
中
に
一
二

O
尾
あ
り
、
グ
こ
う
な
ご
'd

〈
大
〉
の

中
に
は
一
箱
の
中
に
一
二

O
O屈
の
混
獲
あ
り
。

凶
六
月
七
日
森
に
於
て

円

d 

ィ
、
小
型
定
霞
網
に
て
グ
こ
う
な
ご
h

H

(

大
v
k
共
に
一

箱
常
り
十
五
尾
の
況
獲
あ
旬
。

ロ
、
小
型
定
置
網
に
て
グ
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
h

M

M

ゲ
ホ
ッ
ケ
L
H

稚
魚
と
共
に
、
学
箱
中
に
一
七
五
昌
の
混
獲
あ
り
。

ハ
、
水
深
十
八
尋
の
場
所
に
建
込
ま
れ
て
い
る
に
し
ん
定

置
網
に
て

P
こ
う
な
ぜ
こ
d

ハ
大
〉
と
共
に
一
緒
賞
り
一
一

局
の
混
獲
あ
り
Q

ェ
、
水
深
七
尋
の
場
所
に
建
込
ま
れ
て
い
る
大
刑
一
定
置
網

で
グ
こ
う
な
ご
h
H

と
共
に
、
一
緒
蛍
り
二
十
尾
の
、
泊
獲

あ
り
。

日
六
月
九
日
森
に
て
六
時
一
起
し
に
さ
け
稚
魚
の
ふ
二

O

尾
の
策
綱
あ
り
o

山
川
六
月
十
九
日
八
雲
町
前
濁
水
際
六
、
五
君
、
沿
岸
か
ら

七
O
O聞
の
州
知
に
設
置
し
て
い
る
小
型
定
置
網
で
グ
こ

う
な
ご
d

ハ
大
ゾ
一
分
中
(
一
、
二
段
)
に
二
昆
の
出
獲

あ
り
、
乗
制
は
五
十
尾
位
あ
る
と
思
う
口

問
中
ハ
月
十
九
日
落
部
の
十
一
等
、
九
琴
の
地
貼
に
建
込
ま

れ
て
い
る
一
一
一
二
ケ
統
の
小
刑
.
定
四
位
制
に
よ
っ
て
混
獲
さ
れ

た
グ
と
う
な
ご
h

H

(

大
〉
十
八
箱
中
一
箱
蛍
り
十
川
毘
の

混
獲
が
み
ら
れ
た
が
、
他
の
網
に
は
全
然
み
ら
れ
な
か
っ

た
。

間
六
月
二
十
日
長
万
部
に
て
、
設
問
場
所
深
水
六
、
五
帯
、
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全
治
法

に
一
日
一
つ
て

規
則
的
に

標
本
の
抽

出
を
し
て

統
計
的
広

理
の
結
果

一
示
さ
れ
た

傾
向
に
よ

り
、
司
喝
さ
7
一
不
正

朕
況
を
把

握
せ
ん
と

し
た
が
、

話
震
の
は
附

件
に
よ
り

こ
れ
が
出

来
ず
、
議

f

、RP
「

t
イ
一

2』

で
あ
る
八

11 /0 守r 7 ι s iL J 

雲
地
川
一
に
於
け
る
標
本
に
よ
っ
て
は
信
組
度
も
低
い
の
で
あ
る

が
調
査
八
五
地
域
の
お
機
状
況
推
祭
を
試
ふ
た
O

山
八
雲
に
於
て
混
獲
さ
れ
た
き
け
稚
魚
を
、
各
混
獲
時
。

氾
獲
し
た
制
の
設
明
日
場
所
毎
に

E
=
E
E
に
二
見
づ
L
A

摘

出
し
て
作
成
し
た
標
本
線
数
二
川
毘
に
つ
い
て
み
る
し
に
弐

の
辺
り

/
回
目
分
一
泊
浮
か
っ
一
制
の
喜
一

!
l
l一

一
所
属
敏
一
平
均
際
長
一
備
考
一

琵

雫

月

日

/

一

の

距

離

一

水

々

一

一

一

一
六
月
一
一
一
日
一
晶
一
一
平
一
一
一
一
一
一
一
ふ
一
一

一
五
月
二
八
、
一
一
弓
日
一
)
き
口
一
六
、
五
一
一
o
一
セ
一
一
五
一
一

一
六
月
六
、
一
心
、
一
九
口
一
」
{
一
一
一
一
↑

六
月
五
日
一
二

8
2

品
、
口
一
一
二
一
。
、
き
一
一

六
月
一
晶
、
一
八
日
一
、
一
一
呂
一
七
、
軍
一
四
一
八
、
四
日
一
一

は
じ
ド
ド
し
と
し
μ

仁

註
河
口
附
託
に
て
採
集
し
た
稚
魚

ω
千
判
休
長
一
一
一
、
入
三

糎
(
五
月
二
日
u

放
流
地
掛
か
ら
一
一
、
五
粁
下
流
(
大
闘
小
問
中
佼
一
昼
夜
で
放

流
地
拙
か
ら
河
口
迄
約
十
六
粁
で
あ
る
か
ら
、
約
1

0

降

河
し
た
地
姑
〉
で
採
集
し
た
稚
魚
の
平
均
休
長
一
二
、
一
一
一
六

槌
(
四
月
二
八
日
)

凶
混
獲
さ
れ
る
時
期

五
月
二
十
日
!
|
六
月
三
十
日
ま
で
お
一
一
表
、
及
開
表



1 

一
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
六
月
一
日

lli六
月

十
日
ま
で
の
聞
が
最
も
多
い
、
こ
れ
は
六
月
に
入
っ
て
M
M

こ
う
な
こ
d

の
漁
獲
が
開
泊
さ
れ
て
か
ら
顕
著
に
な
る
。

閣
泌
獲
さ
れ
る
場
所

担
獲
さ
れ
る
網
の
作
置
か
ら
見
る
と
、
五

O
O間
水
深

五
等
か
ら
二
、

O
い
O
間
水
深
二
二
重
一
の
範
囲
で
あ
る
が
、

主
と
し
て
五

O
O間
五
設
か
ら
一
、
円

on間
一

(U
司君の

範
附
で
あ
る
。

閣
総
獲
さ
れ
る
稚
漁
の
関
長

三
、
八
腕

l
l一一、
O
糠
で
あ
る
が
七
腕

l
l
一
け
糠

の
も
の
が
多
い
。

叫
出
枯
脱
す
る
漁
具
の
時
閣
制

ぞ7fi._
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守
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4 

い
き
た
泊
、

曳
網
、
ち
か

舟
曳
制
、
定

置
網
以
上
4
hり
次

の
傾
向
が
考

察
さ
れ
る
。

ィ
、
海
い
山
た

ば
か
り
の
稚

魚
は
丁
度
い

き
だ
時
期
で

あ
る
か
ら
こ

れ

を

飽

食

し
、
急
出
に

成
長
し
、
河

口
で
凹
糎
未



込に長

み i'r一
統合 O
敷に糎
も移以
少動上
くすの
なる大
る、宮j
C'.) こ lこ
でのな
混返る
獲にと
もな法
叉る動
減と能
少ーカ

ホ ニす O 点
るく少庭、で然長よ域し山はなっ、る君主b
o r_昆い物夜るもが的で、のな寸の税 0 以る
獲時の問中断異采も同群くも集魚 上の
ぎに告IJ 主 0 綬な制網ーを、の国は ?で
れ多合漁 的り数に地な津でを一 連更

]0 

一
二
、
混
獲
さ
れ
h
稚
魚
の
鹿
賀

主
漁
獲
物
と
共
に
煮
干
、
災
は
粕
に
製
浩
す
る
外
仙
川
伊
湾
方



可司， 

簡
で
は
ま
ず
、
と
き
し
ら
ず
等
と
混
獲
さ
れ
た
場
合
は
生
賞
、

及
自
家
用
と
し
て
消
費
す
る
o

四
、
稚
魚
の
移
動
に
劃
す
る
想
定

今
年
の
出
獲
朕
況
を
見
る
と
八
雲
か
ら
森
方
面
に
於
て
は
平

期
、
長
万
部
方
面
で
は
後
期
に
温
獲
さ
れ
て
居
り
、
叉
伊
達
方

面
は
更
に
平
期
で
あ
っ
て
、
こ
の
群
は
恐
ら
〈
別
の
移
動
を
す

る
よ
う
で
あ
る
。
(
時
期
、
乙
稚
魚
の
大
き
き
に
よ
り
υ

稚
魚
の
移
動
は
潮
流
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
丈
で
あ
る
と
思
は

れ
る
o
湾
内
に
於
け
る
潮
流
は
、
五
月
初
旬
頃
津
軒
暖
流
が
次
第
に

勢
を
得
て
陣
内
を
時
計
の
針
の
反
割
方
向
に
、
北
か
ら
南
に
流

入
す
る
た
め
、
遊
架
部
川
で
放
流
し
た
幣
魚
は
初
め
は
河
口
附

近
で
グ
い
京
だ
4

を
食
し
て
成
長
し
、
運
動
力
の
出
る
の
を
待

っ
て
潮
流
に
乗
り
、
四

l
l六
号
線
の
森
町
沖
合
を
遊
び
、
そ

の
後
は
更
に
沖
合
に
行
き
、
最
後
は
恵
山
に
向
ひ
外
洋
に
出
る

の
で
は
な
い
か
と
忍
は
れ
る
o
叉
長
万
部
地
磁
の
叩
縫
い
の
は
放

流
が
握
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o

一
方
知
内
の
稚
魚
が
湾
内
に
流
入
す
る
こ
と
は
な
い
か
と
も

考
へ
た
が
、
潮
流
の
吠
況
か
ら
と
簡
の
入
口
の
洩
搬
に
な
っ
℃

い
る
駅
態
山
ら
考
へ
て
も
入
っ
て
来
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い

o

向
こ
の
移
動
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
待
つ
よ
り
他
は
な

、。、
iv五

、

結

論

本
調
査
に
特
に
協
力
さ
れ
、
叉
は
便
宜
を
あ
た
へ
て
戴
い
た

北
海
道
水
際
森
支
所
、
別
表
に
記
載
あ
る
件
漁
業
協
同
組
合
、

及
漁
業
者
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本
調
査
は
共
の
方
法
の
拙
劣
と
、
時
期
中
橿
与
の
場
務
の
た

め
こ
れ
の
み
に
宮
守
合
出
来
ず
誌
だ
粗
雑
な
も
の
と
々
っ
た
が
、

上
越
の
湿
り
泊
獲
の
最
も
多
い
六
月
一
日
ー
ー
ー
六
月
十
日
の
森

町
沖
合
の
沼
獲
は
、
放
流
稚
魚
を
早
〈
〔
約
一
ヶ
月
)
河
口
に

下
げ
、
早
く
成
長
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
川
崎
猿
か
ら
位
け
得
る
こ

と
が
出
来
る
か
ど
う
か
皆
、
今
後
に
時
閲
さ
れ
た
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
、
一
一
層
先
安
諸
兄
の
御
指
導
ぞ
賜
り
得
れ
ば
辛
抱
一
と
存

じ
ま
す
o

第
一
表

各
地
域
は
於
る
操
業
並
に
出
獲
状
況
一
覧
表

11 

域t也
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護
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締
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設
け
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シ
保
護
し
た
事
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録
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朗
ら
か
で
あ
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し
か
し
た
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人
工
僻
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よ
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い
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懸
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仁
た
か

寝
る
に
も
惜
し
い
夜
長
に
な
っ
た
の
で
、
勝
化
事
業
に
闘
係

る
る
文
献
な
ど
を
ぬ
っ
て
み
た
が
、
鮭
鱒
が
箆
業
上
極
め
て
重

要
な
資
源
で
あ
る
か
ら
、
之
が
枯
渇
の
防
止
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
人
工
僻
化
に
侠
た
な
け
れ
ば
な
ら
れ
と
は
、
凡
み
鮭
鱒
を

論
じ
た
も
の
に
い
殆
ん
ど
例
外
な
し
に
脅
か
れ
て
あ
る
o
然
か

も
人
工
勝
化
場
設
使
節
に
於
て

4
天
然
繁
帥
閉
そ
保
護
す
る
こ
と

17 




